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2型糖尿病患者における
血漿 von Willebrand factor 

（vWF）濃度と糖尿病性細小血管
症あるいは大血管障害との関連
性：特に，心自律神経障害の検討
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【目的】vWFは血管内皮細胞より産生され，さ
らに血管内皮細胞障害を反映する．特に冠動脈
疾患の予知因子として期待とされている．糖尿
病患者においては，細小血管症あるいは大血管
障害の合併により，その値が上昇することが報
告されている．2型糖尿病患者において，血漿
vWF値と糖尿病性細小血管症，特に心血管自律
神経障害との関連について検討した．
【対象】2型糖尿病患者 92名を対象とした．
【方法】高 vWF血症の基準は，通常量の 150

％以上とした．心自律神経機能検査は，ホルタ
ー心電図を用いて 24時間変動と起立負荷前後
をパワースペクトル解析した．動脈硬化度の指
標として baPWV，動脈硬化肥厚度の指標として
頚動脈の IMTを測定した．
【結果】解析の結果は，LF（低周波）は交感神
経と副交感神経機能の両方を反映し，一方，HF

（高周波）は純粋な副交感神経の活動性を表し
ていて，そして LF/HF比は交感・副交感のバラ
ンスを表していた．高 vWF血症群において，腎
機能の低下，神経伝導速度の低下を認めたが， 
PWV，IMTに差を認めなかった．多変量解析に
より，UAEと LFのみが，血漿 vWF値の独立寄
与因子であることが明らかになった．高 vWF血
症群において，24時間のほとんどの時間帯と起
立負荷後の両方において，LF，LF/HFの有意な
低下を認めたが， HFはいずれの時間帯におい
ても差を認めなかった．
【結論】2型糖尿病患者において，血漿 vWF値
の上昇は大血管障害の指標より，細小血管症
（腎症，神経障害）と強く関連した．特に，心自
律交感神経の交感神経障害との関連が強く示
唆された．

麻酔下雑種成犬を用いた
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【目的】交感神経の遮断は局所麻酔薬あるいは
高周波熱凝固などによって行われてきた．しか
し，交感神経にクリップを掛けることによって
も神経伝導が遮断されることが判明した．近
年，クリッピングによる胸腔鏡下交感神経遮断
術が手掌多汗症患者に施行されるようになっ
たが，神経遮断の効果についての詳細な研究が
なかった．本研究では雑種成犬を用いて胸部交
感神経をメピバカイン，クリッピングあるいは
高周波熱凝固によって遮断し，上腕動脈血流量
の変化率から神経遮断効果を比較検討した．
【対象と方法】本研究では，動物を第 1群：メ
ピバカイン（N＝8）第 2群：クリッピング（N

＝8）第 3群：高周波熱凝固（N＝8）の 3群に
分け上腕動脈血流量の変化を測定した．
【結果】メピバカイン群では，左上腕動脈血流
量が交感神経遮断前の値から比較してブロッ
ク 5分後から 70分まで有意に増加した．クリッ
ピング群では，左上腕動脈血流量が交感神経遮
断前の値と比較してブロック 5分後から 120分
まで有意に増加した．高周波熱凝固群では，左
上腕動脈血流量が基準と比較してブロック 5分
後から 120分まで有意に増加した．クリッピン
グ群での左上腕動脈血流量の増加率は，高周波
熱凝固群と比べて 5分～120分まで有意に低値
であった．しかし，メピバカイン群と比較して
5分～70分まで有意差がなかった．
【結論】クリッピングによる胸部交感神経ブロ
ックは，2％メピバカインと同等の効果を生じ
るが，効力は高周波熱凝固法よりも低い．
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